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■ はじめに

　2010 年 9 月 6 日 ( 月 )、日本図書館研究会
の主催により、沖縄国際大学図書館 4 階 AV
ホールにて、「九州ブロックセミナー―学校
図書館・学校司書の可能性」が開催された ( 参
加者 130 名、沖縄国際大学・那覇市教育委員
会・うるま市教育委員会後援)。本セミナーは、
沖縄県図書館協会調査研究部会が企画・運営
を引き受け、学校図書館アドバイザー・元鶴
岡市立朝暘第一小学校司書である五十嵐絹子
氏による講演「学校司書だからできること、
しなければならないこと－図書館の活用を全
校に広げるために」をふまえて、五十嵐氏と
ともに語り合う座談会形式のディスカッショ
ンを実施した。ディスカッションでは、五十
嵐氏の他に、日本図書館研究会ブロックセミ
ナー担当理事である髙木享子氏、沖縄県の小
中学校図書館から座間味利美子氏、野里純氏、
喜納志穂子氏の 3 名にもご登壇いただき、琉
球大学教育学部望月道浩氏の司会の下で、沖
縄県の学校図書館が抱える問題点について 4
つの柱を立てて議論した。本稿では時間の都
合により発言が不十分になった部分などを一
部補足しながら、議論の内容を報告してみた
い。

■ 自己紹介・問題提起

望月：　みなさんこんにちは。後半の座談会
の方の進行を務めさせていただきます琉球大
学教育学部の望月道浩と申します。本日は「学

校図書館・学校司書の可能性」というテーマ
となっておりますが、琉球大学では図書館司
書資格課程は設置されておりませんで、私は
主に司書教諭の養成という立場から、学校図
書館に関する教育・研究に携わっております。
本日はどうぞよろしくお願い致します。まず
私の方から、簡単にこの座談会の趣旨を説明
させていただきます。先ほどの五十嵐先生か
らのご講演を受けて、みなさまからたくさん
のご質問を頂いております。ご質問の内容に
つきまして、いくつかのカテゴリに分けさせ
ていただきながら、議論の柱を設定して座談
会を進めるとともに、せっかく五十嵐先生、
髙木理事に沖縄まで足を運んでいただきまし
たので、沖縄の学校図書館が抱えるさまざま
な問題についてアドバイスをいただくと同時
に、沖縄の学校図書館の実情を知っていただ
き、それを全国に発信できるような座談会に
していきたいと思っています。ではまずご登
壇いただいた皆様の自己紹介と、沖縄の司書
の皆様からは五十嵐先生の講演を受けて感じ
たことなどを発言していただければと思いま
す。
髙木：　私は現在、日本図書館研究会でブロッ
クセミナーの担当しておりますが、この 3 月
までは、大阪の箕面市というところで小学校
の司書として 17 年間勤めましたので、沖縄
の皆様に少し箕面市のことをお伝えしたいと
思います。箕面市では、1992 年度にはじめ
て小学校に 1 人司書が入りまして、それから
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毎年数名ずつ採用があり、1996 年度で全小・
中学校（小学校 13 校、中学校 7 校）に司書
配置が終了しました。私は 1993 年度に、公
共図書館から学校へ異動になりました。それ
までまったく人がいない状態でしたので、ま
ずは環境整備から始めました。また、「司書
連絡会」（月 1 回）という公的な研修の機会
も保障されましたので、学校司書としての仕
事内容の共通理解から始まり、学校間や公共
図書館の本の貸借、授業支援のための資料研
究など、その時々で課題となっていることに
ついて試行錯誤しながら取り組んできまし
た。今日も、時間があればそういった司書時
代の経験も含めながら、発言させていただけ
ればと思っています。よろしくお願いします。
五十嵐：　先程の講演では、時間オーバーを
して申し訳ありませんでした。伝えたいこと
がいっぱいあって、少し言葉が飛んでしまっ
たのではないかと心配していますが、会場の
みなさまを見ていて、やっぱり現役の学校司
書っていいなぁと羨ましい気持ちでおりま
す。本日はよろしくお願いします。

 
座間味：　こんにちは。私はうるま市立具
志川東中学校にこの 4 月から勤務していま
す。中学校の図書館に勤務するのは 16 年ぶ
りです。今日は中学校の立場でお話しをして

ください、という依頼を受けたのですが、久
しぶりの中学校ですので、どこまでお話がで
きるか少し不安です。具志川東中学校は在籍
生徒数が 514 名で、15 学級プラス特別支援
が 2 クラスあります。県内ではオープン教室
のはしりの学校で、開校当初は図書館自体が
ありませんでした。開校してから 30 年くら
いになるのですが、30 年の間に 3 回図書館
の場所が変わっています。現在はランチルー
ムとして使われていたところを改装して使用
しています。スペース的には 2 クラス同時に
授業ができるような図書館で、以前よりは使
いやすくなってきていますが、やはりランチ
ルームを図書館にしていますので、廊下を挟
んで閲覧室と司書室があるという設計になっ
ていたりして、司書としては使いづらい部分
も残っています。昨年の貸出冊数は全体で 1
万 4163 冊、1 人平均で 26.2 冊です。図書予
算は教育委員会から 65 万円、充実費 ( 生徒
1 人 100 円徴収 ) が 60 万円です。新聞雑誌
もすべてここから出しています。「朝の読書」
については、1 学期までは毎日時間が取られ
ていたのですが、学習指導要領が改訂になり、
その「先取り実施」という形で ( 授業時数確
保のため )、火曜日の授業のスタートが 8 時
35 分になったため、朝の読書が 1 日減らさ
れてしまいました。授業での図書館活用状況
としては、3 年生の「選択社会」で、資料を
活用して自分の考えをまとめよう、というこ
とをやっていて、毎週入ってきています。「国
語」では課題の仕上げの段階での活用が多く、
生徒ごとに課題が終わるスピードがまちまち
なので、出来上がった生徒は自由読書をして
もいいよ、という使われ方がほとんどです。

「道徳」や教科担任の年休の時に自由読書の
場所として使われることも多いです。「総合

( 五十嵐絹子氏：学校図書館アドバイザー
・元朝暘第一小学校司書 )
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学習」では修学旅行やキャリア学習に向けて
の調べ学習がこれから入ってくる予定です。
以前勤務していた小学校では、各学級で「図
書の時間」が週に 1 回設定されていて、その
時間を使って教科に使える資料紹介やアニマ
シオンを行っていたのですが、中学校ではク
ラスごとに決められた図書館活用の時間がな
いので、どのように図書館活用教育を行って
いけばよいのか、私自身も模索中というとこ
ろです。
野里：　今年の 4 月から那覇市立真嘉比小学
校に勤務しています。司書の資格は沖縄国際
大学で取りました。確か、沖縄国際大学に司
書資格課程ができた時の、第 1 期生だったと
思います。私は那覇市の司書資格の保有者枠
で採用されている正規職員ですので、基本的
には那覇市内の小中学校の図書館か、市立図
書館に配属されることになっています。しか
し、身分としては一般職員と同じなので、場
合によっては、自治体内のどこに配属される
か分からないという立場でもあります。那覇
市内には 53 校の小中学校がありまして、今
年の 3 月までは児童数 1000 名を超える、市
内で最も大きな小学校 ( 金城小学校 ) で働い
ていました。この 4 月からは反対に、那覇市
内で下から 3 番目に児童数が少ない (220 名 )
の小学校で働いています。前任校では、1 人
あたりの年間貸出冊数が 200 冊を超えていて
いました。朝の 7 時 45 分頃に開館して、午
後 4 時の閉館まで、始終貸出・返却作業に追
われていました。また、授業の利用はクラス
ごとに週に 1 回設定されていますが、32 学
級ありましたので、学級利用の時間割が毎日
1 校時から 6 校時まで埋まっているという大
変忙しい図書館でした。その後、全児童 220
名ちょっとという小規模の学校に来て、扱え

る予算がだいぶ減り、クラス数も少ないので、
ゆるやかに流れていく時間に驚いています。
自分の仕事についていろいろ考える時間もと
れるようになっていまして、五十嵐先生の本
を読んで、前任校で見失っていた何かを思い
出しつつ、仕事をしているという感じです。
私は、去年、那覇市の司書研究会の会長を務
めていましたので、その立場から那覇市全体
のことを紹介しますと、県内では、学校司書
の引き揚げなどが進んでいるところもありま
すが、那覇市は比較的恵まれていて、小中学
校の司書が 53 名いる中で、半数以上が正規
職員です。図書の購入予算についても、何年
か前に段階的に減らされましたが、それ以降
は減らさないようにしようという考えが教育
委員会にあって、図書購入費が維持されてい
ることも恵まれていると感じています。そう
した中で問題を感じていることを 1 つ挙げる
と、臨時職員の方をどこまでフォローするか
ということです。司書研究会では 10 名ずつ
くらいで 5 つのブロックに分かれ、1 ヶ月に
１度の割合で研修を行っています。全司書が
一同に集まることもありますが、ブロック単
位での研修が多いです。このブロックは、ブ
ロック内のフォロー態勢としても機能してい
ます。コンピュータの操作や業務上のトラブ
ルや疑問を、お互いで助け合っていく仕組み
です。その一環として、本務の立場から、臨
時の方々のフォローをすることも多々ありま
す。そこで、有資格者として図書館に勤めて
いるのであれば、プロとして頑張って欲しい
という気持ちがある一方で、雇用条件、賃金
のことを考えると、臨時の職員の方々にどこ
まで、何をやってもらえばいいかたまに見失
うことがあります。例えば、自分自身は、校
内読書月間や本が大量に納品されたときは、



− 89−

沖縄県図書館協会誌　第 14号　2010

サービス残業でもって作業を進めても仕方な
いと思っています。また、学校の規模によっ
ては、サービス残業を日常的におこなわない
と日々の仕事がこなせないところもありま
す。それを臨時の方にどこまで求めていいの
か、悩んでいます。時間があれば、今日はそ
のあたりをみなさんとお話できればと思って
います。
喜納：　みなさんこんにちは。私は那覇市立
石嶺中学校司書の喜納志穂子と言います。私
は本日の登壇者の中では司書としての経験が
一番短くて、今年で採用 6 年目です。石嶺中
学校には去年の 4 月に配属になりました。そ
の前はさつき小学校で 4 年間働いていまし
た。今日は大学生もいるようですので参考に
紹介しておきますと、私は那覇市の正規職員
なのですが、那覇市の採用試験を受けた時は
全体で97名受けて、採用は2名でした。頑張っ
てください。( 会場笑 )　私が最初に配属され
た学校はさつき小学校でした。4 月に配属に
なって、「さぁがんばるぞ」と思ったのですが、
1 週間に 1 回の「図書の時間」では、先生と
子どもたちは図書館にはやってきますが、先
生は子どもをほったらかしでテストのまる付
けをしている、ちょっと残念 ･･････ という
か、とても嫌な状況でした。先生たちからま
ず変えないといけないと思いつつ、新任の立
場でしたのでなかなか指摘できずに、この状
態で 1 年間我慢しました。2 年目、最初の職
員会議で思い切って「こういうのはやめてい
ただきたい、読書教育をしっかりしてほしい」
とかなり強い言葉で言いました。そうすると
ちゃんと先生方は聞いてくださって、その頃
から、私自身も頑張らないといけないと思っ
て、ブックトークを始めるようになりました。
毎月、新しい本を紹介する形で、3 年間続け

ました。他にも、幼稚園との交流も行なった
りして、その子どもたちが小学校に入ってく
ると、利用マナーもしっかりできていて、自
分なりに楽しく小学校で働けるようになって
きました。しかし、昨年、中学校に配属され
てまず驚いたことが、図書館を利用する時間
が小学校のように設定されていないというこ
とでした。生徒たちは個別で図書館にやって
きます。しかも、生徒たち 1 人 1 人のマナー
が大変よろしくない。そういう状況の中で、
1 年半勤務してきましたが、現在もどのよう
に学校図書館を活かしていけばいいか、悩ん
でいます。小学校では読み聞かせやブック
トークなどいろいろできましたが、中学校に
来てみると、とにかく時間がないんですね。
先生たちにブックトークをやりたいと言って
も、授業時間は 5 分しかもらえません。本日
は中学校でどんなふうに学校図書館活用教育
に取り組んでいけばいいかをみなさんと話し
合えればと思っています。

 
■ 中学校での学校図書館活用アプローチ

望月：ありがとうございました。ただいま沖
縄の司書の皆様から自己紹介を兼ねて問題提
起を頂いたところで、この後は、フロアから
頂いた質問と絡めながら、議論を深めて参り
たいと思います。まず、小学校とは違って中

( 喜納志穂子氏：那覇市立石嶺中学校司書 )
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学校では図書の時間が設定されていないの
で、学校図書館を教育の中でしっかり位置付
けることが難しいという問題提起がありまし
た。そこから論点を絞りたいのですが、この
点を中学校のお二人から補足していただいて
よろしいでしょうか？
座間味：　先ほども少し話しましたが、沖縄
県ではほとんどの地域の小学校で「図書の時
間」が設けられていると思います。前任校で
も、クラスごとに毎週のように図書館を使う
時間がありました。担当の先生と事前に打ち
合わせをして、現在習っている単元の関連と
か、季節のものとか、そういう観点で 10 分
～ 15 分くらいもらって、読み聞かせを入れ
たり、ブックトークをしたりすることも多
かったです。時間がないときは、単元に関連
する本を展示して、時間内に自由に手に取っ
てもらうこともありました。ただし、中学校
ではこうした決まった時間が設定されていま
せんので、私が赴任した当初は、ほとんどの
教科で図書館が利用されていない状況でし
た。図書館利用があるのは、「〇〇先生の年
休なんだけど、図書館に ( クラスを ) 入れて
いい？」といった感じだったんですね。
喜納：　私はまだ中学校での図書館活用につ
いてしっかり取り組めていないので、今日は
みなさんの学校での取り組みを聞きたいなと
思っています。野里さんは以前中学校に勤務
されていた経験もあるそうですが、中学校時
代の学校図書館の活用状況はどうでしたか？ 
野里：　私は採用されて初めて赴任した学校
が中学校でした。経験が浅かったので、当時
から問題点がはっきり見ていたわけではない
のですが、中学校から小学校に移ってまず感
じたことは、小学校での先生たちとの関係の
密度の濃さでした。中学校に勤務していると

きは、授業でよく使う先生とそうではない先
生がいて、図書館を使わない先生との関係は
とても薄いものでした。授業でよく使う先生
についても、事前の打合せもあまりなくて、
社会の先生はいまこれを始めた、ということ
をなんとなく察知して、子どもが動き始める
のをみて追いかけるように資料を揃えるとい
う感じでやっていました。それでも、中学校
では生徒たちが図書館の利用方法をある程度
分かっているので、なんとか対応できていた
ように思います。ただし、小学校では図書館
の利用方法に慣れていない子どもも多くて、
そういう対応は無理ですので、事前に入って
いかないといけない、と感じるようになって
います。事前に先生たちと打ち合わせをする
と勉強になることも多くて、今振り返ってみ
ると、中学校時代はあまりきちんと対応でき
ていなかったような気もします。先ほどの
五十嵐先生の講演の中で、授業のカリキュラ
ム、年間計画をしっかり確認するというお話
しがありましたので、先生個人の動きを察知
して対応する、というやり方ではなく、これ
からは年間計画をしっかり確認して、学校全
体の動きを把握して、図書館の活用を考えて
みたいなと思っています。
 

( 野里純氏：那覇市立真嘉比小学校司書 )
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望月：　座間味先生の中学校では、先生が年
休の時に図書館を使うクラスがあるというこ
とでしたが、そうした状況の中で、何か工夫
されていることはありますか？
座間味：　私は、どのような形であっても図
書館に入ってくるクラスがある限りは、何ら
かの形で図書館をアピールするようにしたい
と思っています。例えば、ただ図書館で自習
させるだけでなく、本を読ませる時間をとら
せるようにしましょうね、と先生に提案し
て、まず本を探す時間を設定して、何分まで
に本を選んで席に着くように指示してもらい
ます。中学生の中には時間内に本を探せない
生徒もいますので、本を何冊か持って行っ
て、「これはどう」と声をかけながら、図書
館での読書指導のきっかけにしています。た
いてい生徒は本を勧めると手に取ってくれま
すが、中にはしぶとい生徒もいて、100％う
まく行っているわけではないのですが、そう
いう生徒には「読まないでもいいけど、静か
にはしてね」という感じでやっています。た
だこれだけでは図書館は読書をする場所で
終わってしまいますので、授業との関わりを
もっと深めたいと思っていて、夏休みに入っ
てから、社会科の担当者に「1 時間もらえま
せんか？」とお願いをして、社会科で「裁判
員制度」を取り上げる時期に、関連する本を
紹介するという計画を少しずつ進めていると
ころです。
望月：　五十嵐先生から何かアドバイスはな
いでしょうか？
五十嵐：　中学校での取り組みについては、
島根県の東出雲町立東出雲中学校ですごくよ
い実践がなされています。私の『学校図書館
ビフォー・アフター物語』( 国土社 , 2009) で
も紹介していますのでぜひ読んでいただきた

いのですが、東出雲中学校に初めて配置され
た実重さんという司書の方が、先生たちに授
業で図書館を使ってもらうために、資料の紹
介を上手になさっています。中学校の総合学
習は、「キャリア教育」「環境問題」「平和学習」
など、ある程度テーマが決まっています。だ
から、学校図書館側からの資料活用などのア
プローチが比較的やりやすいそうです。中学
校の先生たちに学校図書館を使って授業がで
きるという信頼を勝ち取っていくためには、
まず「総合学習」のテーマの本はがっちり揃
えるということが大切だと思います。近々、
キャリア教育があるということをキャッチし
たら、まず使えそうな本のリストを作って、
公立図書館の本も加えて、最低でも 100 冊揃
えて、調べ学習をする先生に渡します。足り
ない場合は、近隣の学校図書館からも借り
る。沖縄の学校図書館ではできますよね？　
それと、学校図書館を改装する時や蔵書点検
をする時はできるだけ先生を巻き込んでやる
とよいです。先生たちと一緒に図書館づくり
をやってみると、「あ、この本授業に使えそ
う」というように、先生たちに利用者の視点
で図書館の本を見てもらえます。こんなふう
に先生たちを刺激していく。みなさんの周り
には「刺激材料はいっぱいある」ということ
に気づくことが第一歩だと思います。

■ 新学習指導要領・ゆとり教育見直しの影響

望月：先ほどの沖縄の皆様からの自己紹介の
中で、学習指導要領が改訂になって、授業時
間数が増えたため、朝の読書の時間が減らさ
れているという報告がありました。学校図書
館を活用した教育を全校に広めていこうとい
うことは学校司書の皆様の願いだと思うので
すが、学校運営の中に位置付けられた時には、
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やはり管理職の考えが大きく影響する部分も
あるという問題提起だったかなと思います。
座間味先生、そのあたりをもう少し補足して
いただけないでしょうか？
座間味：　うるま市でも、つい数年前までは
図書館を活用しようという動きが多くの学校
であったように思います。ただ最近感じるこ
とは、「ゆとり教育の見直し」という流れの
中で、学校教育が図書館から遠ざかってきて
いるのではないか、ということです。以前、
勤めていた小学校では「図書の時間」がしっ
かり確保されていたのですが、最近では、一
部の学校で、管理職から、「図書の時間も教
科の時間に置き換えないとおかしい」という
クレームが付いたという報告があります。つ
まり、「図書の時間」とそのまま時間割に書
いていると、「授業をしていないじゃないか」
と管理職から指摘される学校もあるようで
す。その背景にはやはり、授業時数を確保し
て、ゆとり教育の見直しにつなげていこうと
いう動きがあるのではないでしょうか。こう
した雰囲気の中で、図書館を活用する授業が
だんだんやりにくくなっているようにも感じ
ています。先ほども言いましたが、「朝の読書」
についても、これまでは「読書は大切」とい
う方針でかなり力を入れてやってきたのです
が、一部の小学校では「朝の読書」の時間が
ドリル学習に変わりつつあります。そうした
流れを学校図書館がどう食い止めるかという
ことがこれからの大きな課題になってくると
思うのですが、やはり管理者によって図書館
が左右される部分があるので、まずは管理者
によい働きかけができないか、何かヒントを
頂ければと思っています。
望月：　身近な事例ですので、話しづらいこ
ともあったかもしれませんが、詳しくご説明

いただきありがとうございます。座間味先生
からの今の問題提起について、五十嵐先生、
髙木理事にご意見をお聞きしたいのですが、
いかがでしょうか？
五十嵐：　来年度から小学校で新指導要領が
始まりますが、新しい教科書を見たところ、
単元そのものはそんなに大きくは変わってい
ませんでした。もっとガラッと変わるかな、
と思っていたのですが、変わったところは、
むしろ本の記述が非常に多くなっているとい
う点です。つまり、教科書の各単元の中で非
常にたくさんの本が副読本として紹介されて
います。教科書が 20％、30％ぶ厚くなると、
それだけ時数が増えて、余裕がなくなるとい
うふうに受け止めるかもしれませんが、実際
の子どもたちにうんと本を読ませる形で進ん
でいますので、単純に教える内容が増えると
いうことではないと思います。まずこの点を
学校司書自身が抑えておかないといけないと
思います。そして、新しい学習指導要領でも、
教え込み教育に戻ることが推奨されているわ
けではなく、知識をいくら注入しても学力は
上がらないという考え方は決して否定されて
いません。今の学校教育では、考える力、読
み取る力、判断する力、そういう学力が求め
られています。その上で管理職との関係を考
えていくと、校長先生が一番気にしているの
はやはり「学力」です。読書を盛んにして、
学校図書館を子どもたちが活用することに
よって、学力が上がるということを学校司書
はもっと強力に言ってもいいのではないかと
私は思います。実際に、朝暘第一小学校が学
校図書館大賞を受賞したとき、2003 年頃だっ
たと思いますが、衆議院の文教委員会で読書
と学力に関する質問が 2 回も出て、当時の文
科省の大臣がそう答えている記録がありま
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す。新学習指導要領に振り回されて図書館を
使わなくなる、ということはとてもおかしな
ことで、もし校長先生が図書館を使わなくて
もよい、と考えているなら、それは今の教育
の方向を分かっていない、ということになり
ます。とは言っても、図書館を教育に活かす
ということが殆ど理解できていない校長先生
も確かにいます。校長先生に理解を求めると
きは成果を見せることがとても効果的です。
校長先生は学校の経営者なので、どんな教育
成果があるかということには非常に強い感心
を持っています。実は、私が朝暘第一小学校
に赴任した当初は、不読児が大変多いし、先
生方も学校図書館に関心が薄かった。そこで、
私はまず図書館の模様替えから取り組んだの
ですが、環境を整えるだけで手がいっぱいで、
1 年目は子どもたちに対する読書指導などは
それほどしっかりはできなかったのです。と
ころが、図書館の様子が変わっただけでも効
果はあって、1 人あたりの貸出冊数が 51 冊
から 75 冊、1.5 倍に増加しました。その成果
を持って校長先生に、「いまは読書をするだ
けの施設になっていて、調べ学習をしたいと
思っても資料が少ないし、環境も十分ではな
い」ということを相談したら、校長先生自ら
教育委員会にかけあってくれて、空き教室を
2 つ図書館にする、ということが実現したの
です。成果が見えたからこそ、校長はそこま
で動いてくれたという実感があります。学校
長に学校図書館に対して理解を求めるにはま
ずは成果をアピールすること、これが大切で
す。
髙木：　私は 2002 年度に、それまで勤務し
ていた小学校から別の小学校に異動になっ
たのですが、ちょうどその年、「総合的な学
習の時間」が本格的に始まり、2003 年度か

らは司書教諭が発令になるという時期でし
た。学校図書館も変わっていく時だったんで
すね。異動先の学校も前年度から新教育課程
の本格実施に向けて学校改革に取り組み始め
ていたところでした。基礎基本の定着を最重
要課題とし、情報教育や図書館教育も基礎学
力と捉えるという認識が教職員の中に生まれ
つつありました。そして、2004 年度には図
書館教育も研究の柱の 1 つとして位置づけら
れ、毎年どこかの学年が図書館を活用した研
究授業を組むようになりました。図書館教育
部としても校内研修を企画し、図書館資料の
紹介や、子どもたちへおこなっている図書館
利用指導事例の紹介などに努めました。また、
個々の先生方に対してもその先生の興味関心
に添った資料を紹介するなどコミュニケー
ションをはかりました。このような取り組み
を重ねていくことで、授業で図書館を活用す
ることの理解が校内で深まっていったように
感じます。資料を紹介したり、情報提供する
ことは学校司書として当たり前のことです。
しかし、前任校でも図書館を授業に活用して
もらおうと、いろいろ図書館からも発信した
のですが、学校全体で図書館活用の理解が深
まったという実感はあまり得られませんでし
た。この違いはやはり、学校の教育課程の中
に図書館がしっかりと位置づけられ、研究

( 髙木享子氏：日本図書館研究会理事 )
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テーマとなったことではないかと思います。
そしてこれは管理職の先生の図書館理解度が
大きく関わることなのだということも実感し
ました。そこで、異動などにより校長先生や
教頭先生が替わった後も、普段のおしゃべり
の中で「図書館ではこんな実践があるんです
よ」とか、その時の子どもたちの様子などを
伝えるようにしました。そんな中で、私の知
らない情報を教えていただくこともありまし
た。五十嵐先生のようなすごい実践ができた
わけではありませんが、管理職の先生には学
校図書館の働きを、「夢や理想」を語ること
も含めて、積極的に伝えていくことが大切だ
なぁと実感しています。
望月：　ありがとうございました。フロアか
らも「図書館を使っての授業が年間計画の中
で行われていたのですか？」、「中学校の司書
です、五十嵐先生が小学校で働いていたころ
の、学校全体への働きかけを教えていただけ
ないでしょうか？」といった質問が寄せられ
ていますが、ここまでのご発言でかなり詳し
く説明していただけたかなと思います。管理
職への働きかけとして共通して言えること
は、いかに学校図書館から情報を発信してい
くか、成果を見せて、学校長に納得してもら
えるか、ということですね。

■ 学校司書と司書教諭の職務の区分について

望月：　では次のテーマに移ります。フロア
から頂いた質問で多かったものは、学校司書
と司書教諭の職務区分について、ということ
になるかと思います。実際には、授業での図
書館利用や読書指導といったところも学校司
書が関わっていると思うのですが、その中で
司書教諭とどのように仕事の分担を線引きす
るのか、といったところは、沖縄県の学校図

書館でも大きな悩みになっていると思いま
す。こちらの点について、髙木理事、五十嵐
先生からお話をお聞きしたいのですが、いか
がでしょうか？
髙木：　箕面市でも司書教諭は発令されまし
たが、実際には担任を持っているので、それ
にプラスして特別に何かをするということは
とても負担が大きくて、「これが司書教諭の
役割だ」と明確化することは難しいことで
す。でも、学校司書がいて、学校図書館が図
書館として機能し、授業で活用ができるよう
なサービス体制にあれば、逆に、担任を持っ
ているからこそできる司書教諭の役割がある
のではないかと思っています。今年の 3 月ま
で勤めていた小学校では、図書館教育を研究
の柱にしていたましたが、「司書教諭の役割」
も課題としていました。最も重要だと感じた
ことは、「司書」としての立場からではなく、
やはり「教諭」の立場から、先生方に図書館
の活用を働きかける、発信をすることができ
るということです。前任校も含め、私は時折、
先生方通信を発行していましたが、司書教諭
と一緒に発信するようになって、司書だけで
発信していた頃に比べると、「授業でこんな
ふうに活用できた」ということがより具体的
に伝えられるようになったと思います。そこ
で私は資料紹介や新聞報道記事から著作権の
ことを伝えるなど、図書館サービスの視点か
ら発信するなど、それぞれ専門性を意識して
紙面つくりをするように心がけました。また、
図書館の校内研修の内容も同様なかかわりで
企画を考えることができました。ただ、こう
した役割ははっきりと線引きできるものでは
ないという気持ちも一方であります。理想論
かもしれませんが、ここからここまでは司書
教諭、ここからここまでは学校司書という考
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え方ではなく、それぞれが重なり合っていて、
反対に重なるからこそ、豊かなものが生み出
せたらいいなぁとも思っていました。
五十嵐：　私が学校司書現役で若い頃は、司
書教諭や図書主任はなかなか図書館運営に関
わることができていませんでした。だから私
は、どんな仕事であっても、それが教育的な
領域に入ってくるものであっても、自分で勝
手に線引きをしないで、自分でできることは
すべて自分でやるようにしていました。ただ、
2003 年度から、朝暘第一小学校では、図書
館活用教育を学校教育の中核に据えるという
ことになったのですが、その際、司書教諭を

「副教務」の立場に置いて、専任ではないの
ですが、各学級に T.T. として入れるように
配慮しました。そうなってくると、以前、私
が一人で何でもかんでもやっていたのでかな
りパニック状態だったのですが、その仕事の
中で、クラス担任から外れた司書教諭に何を
してもらったらいいか、正直なところ戸惑い
を感じる部分もありました。例えば、それま
で私は、子どもへの図書館だよりも、保護者
向けも教諭への図書館だよりも書いていまし
たが、そのうち、教諭への図書館だより作成
を司書教諭に移した方がいいかな、と思って
も、自分がそれまでやっていたことを司書教
諭に移すというのはとても厚かましいような
気持ちになって、なかなか言えなかったので
す。そういうことがあって、司書教諭の先生
もどうしたらよいかわからなかった時期が
あったと思います。そうした関係の中で、自
然に職務区分ができるようになった点は、「司
書教諭は図書館を活用した授業実践で勝負す
る」ということでした。やはり新しい教育の
形ですので、先生たちの多くは図書館を活用
する授業のあり方がピンと来ていません。そ

こで司書教諭は自身で勉強をされて、図書館
を活用した授業を「研究授業」という形で先
生たちにどんどん見せていったのです。読書
指導の面でも、司書教諭が、「読まない子は
こういう傾向があります」「こういう指導を
して欲しい」といったことを職員会議で強く
要望していくということもやってくれまし
た。先生たちがいかに授業で図書館を使うか、
読書指導をするか、ということを触発してく
れた。少し話が戻りますが、こんな風に、司
書と司書教諭がいろいろな先生と関わりを積
極的に持って、もちろん、いきなり全ての先
生と関わりを持つことは難しいと思うので、
まずは仲良しの先生に声をかけて、図書館が
サポートしながらしっかりとした教育実践を
やってもらう。そして、そうした実践の輪を
少しずつ広めていく。新型インフルエンザで
はありませんが、良いウイルスを一人ひとり
に感染させていくかのように、広げていくと
いう方法で、学内での図書館の位置付けはか
なり変わると思います。学校司書と司書教諭
が図書館活用教育を広げていく同志として意
識することで、よい関係もできてくると思い
ます。

■ 学校司書の非正規化問題を前に取り組むべきこと

望月：　ありがとうございました。学校司書
と司書教諭がうまく連携しながら、先生たち
に良いウイルスをどんどん感染させて、学校
図書館活用教育の「パンデミック」を起こし
て、学校図書館と先生たちをつなげていくこ
とが大切ということですね。では、残された
時間もわずかですので、次のテーマを最後と
したいと思います。座間味先生がうるま市の
説明で触れられていましたが、沖縄県内のい
くつかの自治体で、最近、学校司書の採用の
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見通しが立たなくなってきたという状況があ
ります。学校司書が継続的に採用され続けて
いくためにはどうすればよいか。この点につ
いて座間味先生が懸念されていることをもう
一度ご説明いただけますか？
 座間味：　うるま市は 4 市町村が合併して
5 年たちました。その中で起こったことを今
日は正直にお伝えしたいと思います。私が司
書として採用されていた旧具志川市は、今思

い返してみると、学校図書館に関する政策は
ある程度は充実していたと思います。市立図
書館との資料の連携もとれていて、各学校に
資料を運搬するための配送車も廻っていまし
た。しかし、4 市町村の合併により、最初に
なくなったのがこの配送車でした。また、合
併前は市立図書館を含めて、すべての学校の
図書館の所蔵情報を確認できたのですが、旧
石川市と与那城町、勝連町はまだパソコンが
入っていない状態ですので、今はそれが出来
なくなりました。市立図書館の資料について
は予約まではかけられますが、データ変換は
できない状態になっています。予算の面で
も、現在の勤務校は 65 万円ですが、合併前
に勤務していた同規模の学校では 100 万円以
上の予算が付いていて、それ以外にも新聞雑
誌費も確保されていました。職員の採用状況

についてはもっと厳しくて、退職にともな
う新規採用が合併後は全く行われていませ
ん。それに伴って、小規模校には本務を置か
ないという方針がとられるようになっていま
す。こうした状況は沖縄県内のいくつかの自
治体で起こっていると思うのですが、どのよ
うに対抗していけばいいのか、と悩んでいま
す。ここで五十嵐先生、髙木理事に質問です
が、先月号の『ぱっちわーく』( 学校図書館
の「人」をめぐる情報交換誌 ) を見ていたと
ころ、五十嵐先生が勤務されていた鶴岡市で
も、学校司書が嘱託化 ( 非正規職員化 ) の方
向に進んでいるという話題が掲載されていま
した。鶴岡市ではどのような方法で正規職員
の継続採用を求める運動を進めたか、または
運動を進める中でこうすれば良かった、と思
われることなどがあれば教えていただきたい
です。
五十嵐：　学校司書が非常勤化していく、と
いう動きは全国的な傾向になってきていると
思います。私が働いていた鶴岡市でも、司書
教諭の配置が始まった前後 (2002 年～ 2003
年頃 ) に、学校司書の非正規職員化というこ
とが行政内部で提案されて、深刻な状況にな
りました。うるま市と同じように鶴岡市も市
町村合併をしたのですが、合併の中心課題は
人件費を減らすということで、子どもたちの
一番身近にいる学校司書の正規職員を減らす
ということが、行政改革大綱の中にきっちり
入っていたんですね。私たちは、それを何と
か跳ね返そうということで署名運動をやって
きました。学校図書館や子どもの読書を支え
るために市民運動団体を立ち上げ、市長交渉
や教育長交渉、新聞投稿もしました。こうし
た動きによって、少しは学校司書を引き揚げ
る速度が止まったかなと思っていたのです

( 座間味利美子氏：うるま市立具志川東中学校司書 )
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が、行政のやり方は非常に巧妙で、私が退職
をするときに一気にやられ、その後着々と非
常勤に移行していきました。こうした中でや
はり大事なのは世論を起こしていくことで
す。例えば、市会議員や市長の選挙があった
ときには公開質問状を出して、こういう問題
があることを知ってもらうように務めまし
た。また、選挙後には、新しい市長を訪ねて
行って、学校図書館についての話をしたこと
もあります。八洲学園大学の高鷲忠美先生に
も参加してもらって、市会議員になった人た
ちとの懇談会もしました。雇用の問題は、正
規職員がいれば労働組合が対応してくれます
が、全員が臨時職員になってしまうと、どこ
も声を出してくれなくなるのです。そうなっ
たら行政の言いなりです。ちなみに、市議会
に働きかける方法としては、「請願」という
方法もあるのですが、請願を出して否決され
たらそれまでで、否決されたら汚点になるの
で、市民運動としてはとても難しくなってき
ますので気をつけてください。沖縄県にはこ
んなにたくさんの学校司書がいるのですか
ら、これ以上状態を悪くしない、なんとか改
善していく、という強い気持ちで、市民に問
題を知らせる方法がないか、みなさんで力を
合わせて考えていって欲しいと思います。私
たち力が無い者たちができることは、多くの
人が心を合わせ、一致して何か行動を起こし
訴えることではないかと思うのです。学校司
書の連絡会なども大事だと思います。
望月：　髙木理事は、「学校図書館を考える会・
近畿」という市民団体にも関わっているそう
ですが、学校司書の配置について、そうした
団体の立場からみてどのような取り組みが出
来るか、ご助言をいただけないでしょうか？
髙木：　近畿圏では、箕面市で学校司書が配

置された後、いくつかの自治体で司書の配置
が進められてきましたが、約 20 年の間に、
それぞれの自治体の事情が変わってきてい
て、いまではさまざまな条件、身分で学校図
書館に「人」が入っているという状況があり
ます。こうした状況の中で、私たちは「学校
図書館を考える会・近畿」として活動してい
るのですが、本日は会の代表の北村幸子が会
場に来ていますので、北村さんから話してい
ただいた方がよいかなと思います。お願いで
きますか？
 北村：　日図研の会員として参加しました
北村と申します。これからお話しすることは
もしかすると、沖縄の学校司書の方には耳障
りなこともある話かもしれませんが、せっ

かくの機会なので発言させていただきます。
五十嵐さんのお話の中でも何度か出てきまし
たが、この問題についても、まずはしっかり
と自分たちのやっている「仕事を見せる」と
いうことがとても大切になってくると思いま
す。今から 14 年前のことですが、日本図書
館協会・学校図書館部会の夏季研修集会を大
阪で開催したことがありました。その時、沖
縄の司書の方がパネリストとして参加され
て、「私たちが当たり前だと思っていた日常
のサービスを、大阪では素晴らしい実践とし

( フロアからの発言 )
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てしっかりアピールされていて、すごく新鮮
だった、私たちは自分たちのやっていること
を伝えることに気づいていなかった」とお話
しされていました。それから 15 年がたちま
したが、本日の報告を聞いて、未だに沖縄で
は、学校図書館の仕事についての理解を広げ
る意識が強くないような状況のようで辛い
なぁ、という感じがしています。図書館が整
備されていることは当たり前だが、それがど
のような仕事をしているのかということを、
まず先生方に、そして市民の方にと、広く伝
える努力をするべきではないでしょうか。日
頃その努力もしないで、雇用状況が悪くなる
と、市民に「運動してほしい」と願うのは都
合がよすぎるのではないでしょうか？　「学
校図書館を考える会・近畿」では、市民がい
かに自分らしく生きるか、学校図書館づくり
をそのひとつの切り口として活動し、それを
通して自分の暮らしを考えることを目的とし
ていました。何があっても学校司書を応援す
るという会ではなく、学校図書館は何ができ
るのか、教育に活用するにはどのような学校
図書館であるべきかを学び、考える活動を続
けています。その立場からは、本日のセミナー
のように主として学校司書の立場のみで話が
深まる研修会の内容は、先生たちや市民には
違和感を覚えるように思います。私は、今、
まずは市民も教師も、大学の研究者も、「一
市民」として学校図書館がどうあるべきか、
急激に変わっていく教育のなかでの学校図書
館や学校図書館専門職員、という大きな視点
で物事を考えることが求められていると思い
ます。

■ おわりに

望月：ありがとうございました。沖縄県は全

国に先駆けて司書を配置して来ました。それ
だけに、非正規職員化という問題についても
先駆的な問題に直面しているのかもしれませ
ん。本日は学校司書の方が多く集まって頂い
ておりますが、いまご指摘があったように、
学校図書館関係者以外の方にも参加していた
だいて、いろいろな立場から沖縄の学校図書
館について考えていく必要がある、そんなこ
とを改めて感じました。私自身もなかなか短
い時間の中でまとめることはできませんが、
最後に沖縄からご参加いただいた皆様からひ
と言づつお願いしてよろしいでしょうか。
 

座間味：　2004 年、五十嵐さんのかつての
勤務校の実践記録「こうすれば子どもが育つ
学校が変わる」に大変刺激を受けました。う
るま市の司書研修会でも五十嵐さんの活動を
もとに学習会を行った記憶があります。言わ
ば学校司書の目標である五十嵐さんから直接
お話をうかがう機会をいただき、ありがとう
ございました。学校で図書館を中心に据えた
教育活動を進めるために、如何にそこで働く
司書の力が重要であるか改めて認識させられ
ました。また法的に位置づけの無い学校司書
という職種ゆえ ( 今や絶滅危惧種？ ) だから
こそ学び合い、高め合い、常に発信すること
のできる常時活動が大切なのかも教えていた

( 望月道浩氏：琉球大学教育学部 )
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だきました。またフロアからの、沖縄は 15
年前から進歩して無いという言葉に、沖縄の
今おかれている状況の原因も垣間見せられた
気がして反省させられました。沖縄の研修会
でこのように熱い議論が闘わされたことはな
かったような気がします。このような、機会
をいただきありがとうございました。
野里：　普段漫然と考えていることを、この
場に出るにあたり具体的に考え直すことがで
きたのが、個人的にはよかったです。学校図
書館というものを軸に、様々な方からの発言
や提案が聞けたのもよかったです。いささか
話題が拡散していたかなって気もしますが、
この場で応酬がなされた話題、さわりだけと
はいえ出された話題、そのどれもが今後学校
図書館で働いていく際の刺激や、考えを深め
るきっかけになるような気がします。生の言
葉が飛び交う場に居合わせることは、資料を
読むだけでは感じ得ない何かを受け取ること
ができるようで、私自身はとても勉強になり

ました。ありがとございました。
喜納：　先生方へのアプローチや図書館を学
校でどう活かせばいいのか悩んでいましたの
で、とても参考になりました。特に「仕事を
見せる、成果を見せる」という言葉が心に残
りました。今日学んだ具体的な実践や働きか
けを出来ることから行っていきたいと思いま
す。ありがとうございました。
望月：　私の司会進行の手際が悪く、かなり
時間が押してしまいました。この他にも皆様
から頂いた質問があるのですが、もしお時間
が許すようでしたら、この後懇親会がありま
すのでそちらでお答えいただくということで
お願いできればと思います。本日の座談会は
以上とさせていただきます。ありがとうござ
いました。
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